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2022年5月19日

（注）新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して、オンライン化・リモート化に
対応した取組も行っています。 該当する取組は★印。

法人を取り巻く状況の変化に応じて、今後適宜改訂してゆきます。

このロードマップは、共同研究に参画しやすい環境の体制を整備するため、共同利用・
共同研究の方向性を示します。

学術研究基盤・研究資源等の提供予定や公募型共同研究の実施予定、人材育成活動
の実施予定等を示しているため、各大学等における共同利用・共同研究活動に活用して
いただければ幸甚です。

黄：基盤

青：組織

緑：研究プロジェクト

茶：評価

紫：人材資源

構成 凡例・機構本部【戦略プログラム・JROIS】

・データサイエンス推進

・国立極地研究所

・国立情報学研究所

・統計数理研究所

・国立遺伝学研究所

・機構本部【産学連携・IR推進】



機構本部【戦略プログラム・JROIS】
項目 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

戦略プログラム
・研究プロジェクト

(1) 未来投資（第3期：未来投資P）

(2) 異分野融合（第3期：機構間連携・
文理融合P)

(3) 地球規模課題・社会課題
（第3期：COVID-19対応研究P)

・国際ネットワーク・MoU推進P

・国際戦略アドバイザー

・研究者交流促進プログラム

・若手研究者クロストーク

・アライアンスと連携した分野融合研究

共同利用・共同研究高度
化支援プラットフォーム
（JROIS）
・共通様式等による申請者
の利便性向上

・事務担当者の負担軽減

・研究IRにも利用 2

感染拡大を鑑み緊急公募

4機構融合研究を推進

機構外からの研究提案も採択

機構内公募

★新型コロナによりオンライン交流

4 機構＋総研大の連携企画として実施

「戦略的研究プロジェクト」としてまとめてより幅広い課題
について公募（機構外を含む）

国際交流の支援件数、国際共著論文数を増やす

国際動向を基にアドバイズ / ベンチマーク機関選定支援

毎年度2回公募(翌年度と翌々年度に招聘/交流に伴う経費を所属機関に配分)

アライアンス主体の事業として実施

アライアンスの事業として実施予定

★新型コロナによりオンライン交流

実用システムの機構内展開、機構外提供

▲開発開始

（担当は統数研から機構本部へ）

▲試行開始 ▲実運用 ▲オープンソース化の検討・実施
JROIS2システム 機能改修を年１回以上実施

第5
期へ

JROIS1システム

第５
期へ



機構本部【産学連携・IR推進】
項目 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

産学連携・IR（EBPM)
・産学連携・知的財産室の
取組の充実

- 産学連携プラットフォーム形成
(アライアンス事業として実施)

・産学連携の推進

・知的財産の活用

・マーケティング活動と
産業界・社会への貢献

・IR、EBPMの推進

・その他の活動
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大学への貢献可視化
学長訪問、組織的対話

アライアンス：大学連携プラットフォーム組織化
共同研究・共同利用による大学の教育・研究支援

IR活動による研究強化

EBPM
準備

第5
期へ

民間等との共同研究、学術指導、共同研究部門や受託研究等の促進

知的財産(特許、著作物、有体物、知識等)のライセンス契約増

産業界及び地方自治体等との連携協定増

産学連携サイトの開設・充実(事例・シーズ集、デジタルブック等)、セミナー、
シンポジウムの企画開催

URAによるDX
推進 MIRAIプラットフォームによるDX推進

第5
期へ

IRを含めたEBPMによる研究強化・機構運営



データサイエンス推進
項目 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

国際共有データベース
・DDBJ（遺伝研、バイ
オデータ研究拠点）
・極域データ
（極地研）

学術研究プラット
フォーム（情報研）

人材育成
・統計エキスパート

(統数研）
・データサイエンス
人材育成
（統数研）

（統数研・DS施設)

データサイエンス共同利
用基盤施設(DS施設）
・組織整備

・共同利用・共同研究

・アライアンス

・新技術基盤開発

６センター体制 拠点等を含めた組織の整備
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DBCLS, CGIとDDBJの統合

第５
期へ

統計エキスパート人材育成プロジェクト

DS教員養成事業（パイロットからの本格化）DS教員養成事業
（パイロット）

統計エキスパート人材育成
エコシスエムによる展開

データサイエンス高度人材育成事業（リーディングDAT（Data Analytics Talent）・統計専門家人材の育成
★講座・授業のオンライン実施

バイオデータ研究拠点

データサイエンス教育・育成拠点

北極・南極の統合データベース運用（ADS,学術DB,IUGONET、PEDSCとの連携）

DDBJ運用

学術研究プラットフォーム
（ネットワーク基盤「SINET6」・研究データ基盤「NII RDC」）

データサイエンスに関する共同利用・共同研究の公募

アライアンスを介した広範なデータサイエンスの進展への貢献

データサイエンス技術の開拓

第５
期へ

次期新しいステージに向けた
SINET整備



国立極地研究所
項目 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

全体計画
中期計画

・先端的極域科学施設
の共同利用の強化

・国際極域・地球環境
研究推進センター(仮
称)の新設

南極観測

北極観測

公募型共同研究 一般共同研究・研究集会

Post ArCS II
ArCS II プロジェクト

5
新規公募型共同研究システム

第XI期

第Ⅸ期
第Ⅹ期6か年計画

第3期 第4期中期計画 第5期

教員組織改革

国際極域・地球環境研究推進センター（仮称）

希少試料キュレーションシステム、先端的同位体分析システムの強化

アイスコア共同利用推進の強化

先端的レーダー研究推進センターの発足、強化
強化 強化

強化 強化

強化 強化



国立情報学研究所

国立情報学研究所
項目 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

学術研究プラット
フォーム

研究データ基盤の
整備・運営

ネットワーク基盤
の整備・運営

公募型共同研究

全国400Gbpsネットワークの整備・運営
ネットワーク接続点の拡大
超高速モバイル機能との融合
ネットワークサービスの高度化
クラウド支援サービスの充実
学術認証によるサービス連携強化
国際接続環境の強化

▲次期ネットワー
ク基盤の構築・
移行

事業移行評価

▲需要に応じたネットワーク基盤の増強

事業移行評価

▲次期ネット
ワーク基盤運
営

事前評価 事前評価

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
★公募 ★公募 公募 公募 公募 公募 公募 公募 公募

毎年度戦略研究テーマの見直しを行った上で公募を行う
★戦略研究テーマとして新型コロナ対応の研究テーマを設定

▲国際回線増強

新しいステージに向けた
SINET整備 学術研究プラットフォーム

開発 研究データ基盤の運営

開発（機能拡充）
次期研究データ基盤運営

SINET5運用

移行 SINET6運用

サイバーセキュリティ研究/
ストラテジックサイバーレリジエ
ンス研究

ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ研究開発ｾﾝﾀｰ ｽﾄﾗﾃﾞｼﾞｯｸｻｲﾊﾞｰﾚｼﾞﾘｴﾝｽ研究開発ｾﾝﾀｰ

共同研究は随時受付

次期

研究データ基盤の新機能開発 ▲試行運用/本格運用開始
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統計数理研究所
項目 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

共同利用・共同研
究
●公募型共同利用
●NOE形成事業
●共同利用・共同研
究拠点との連携

●国際共同研究

計算資源の提供、
利用環境の整備
●高度計算機資源の
提供・整備

●データベース・
ソフトウェア基盤
の整備提供

人材育成
●統計エキスパート
人材育成

●データサイエンス
人材育成

研究組織の改組
●改組・見直し
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新規共用クラ
ウド計算シス
テム導入

次期統計科学
SCシステム仕
様策定・調達
手続き

データ同化SC仕
様策定・調達手
続き

統計科学スーパーコンピュータ(SC)システム・共用クラウドシステム・データ同化SCシステムによる
高度計算資源の提供

統計科学SC
システム導入

公募型共同利用・共同研究の継続実施

次期統計科学
SCシステム仕
様策定・調達
手続き

統計科学SCシ
ステム導入

AIMaP（中核機関
九州大学IMI）への参画

複数年予算措置の国際共同研究の実施（制度新設後）

NOE（Network Of Excellence）形成事業～公募型共同研究の重点化

統計エキスパート人材育成プロジェクト

DS教員養成事業（パイロットからの本格化）DS教員養成事業
（パイロット）

統計エキスパート人材育成
エコシスエムによる展開

統計エキスパート人材育成コンソーシアム・コンソーシアム運営委員会の設立

高分子物性データベース等のデータ基盤整備・データベース（DB）構築ソフトウェアの提供

データサイエンス高度人材育成事業（リーディングDAT（Data Analytics Talent）・統計専門家人材の育成
★講座・授業のオンライン実施

環境資源デー
タ科学NOEの
中核組織を設
置

大学統計教員
育成センター
の設置

基幹研究系の再編・新領域創成部門の新設／
運営企画機能及び研究支援機能の強化／NOE型研究組織の見直し

先端データサイエンス研究系・高等研究センター・
革新統計数理研究センターを設置

数理科学分野を中心とした共同利用・共同研究拠点との連携

データ同化SC導入
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国立遺伝学研究所
項目 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

生命情報・DDBJ事業
• DNAデータベースおよ
びスパコン事業

• 個人ゲノム対応、マル
チオミックス対応、国
際標準化（日本版
NCBI/EBIへ）

• バイオデータ研究拠点
の設置

先端ゲノミクス推進事
業
• 先端ゲノミクス推進事
業

• マイクロバイオーム研
究支援

• 持続的な機能強化

バイオリソース事業
• 生物遺伝資源事業
• リソース開発と高度化
• リソースDBの構築と公
開

• フェノタイプ解析セン
ター

共同研究支援事業 公募型 共同研究・研究集会(NIG-JOINT)の推進
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
公募 公募 公募 公募 公募 公募 公募 公募 公募

2019導入スパコンの運用、コンテナ化による解析サービス拡充と産官学連携への発展

個人ゲノムデータベースの開発と運用, 個人ゲノム解析環境の構築と運用

機能ゲノミクス、メタボロームへの対応とDB運用、日本版NCBI/EBIへ

GA4GH対応、日本人標準ゲノムの国際化

第4期NBRPの推進

生物遺伝資源事業によるイネ、ショウジョウバエ、大腸菌・枯草菌、ゼブラフィッシュリソースの開発

第5期NBRPの推進（イネ、ショウジョウバエ、大腸菌・枯草菌、ゼブラフィッシュ、メダカ、情報）

サクラ・イネの高等植物のゲノム情報データベースの構築と運用

第１期 施設及び開発技術事業提供

新センター設立

DS施設内にバイオデータ研究拠点を設立

第2期 施設及び開発技術事業提供

大規模ゲノムシーケンシングおよび情報解析の推進、先進ゲノム支援における拠点形成

マイクロバイオー
ム研究支援拠点の
基盤形成

計画的な設備更新による持続的機能強化およびDB・ソフトウェアの拡充

日本人腸内メタゲノ
ムデータベース構築

日本人腸内メタゲノムデータベースの整備・拡充

マイクロバイオーム研究支援拠点の整備・拡充（シーケンシング、バイオインフォ解析、DB拡充）

クラウド連携スパコン
の運用とサービス拡充
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共同利用・共同研究の問い合わせ先
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